体育科学習指導案
京都市立○○小学校　３年○組（男子○名，女子○名，計○名）

平成○年○月○日～○日　10時間　場所 運動場　指導者 ○○　○○

1． 単元　　バスケットボール型ゲーム（エンドボール）

2． 運動の特性（一般的特性）

3． 子どもの実態

３年生になり，初めてのクラス替えを経験した子どもたちであるが，徐々に互いの名前も覚え，いろいろな場面でのかかわりが増えつつある。運動の好きな子どもが多く，休み時間になると誘い合って運動場に出て元気に遊ぶ子が多い。週に１～２回は，学級の遊び係の子どもが中心となって，みんなでドッジボールや大なわとび，おにごっこなどをして楽しんでいる。活動的で，体育の学習についても前向きに取り組んでいる。

体育では，４月に「用具あそび（フレアー・スポーツ）」，５月には「たんきょり走・リレー」の学習を経験した。用具遊びでは，個々の子どもが自分のやりたいことをカードから選択し，一斉ではなく個別に学習を進めるという活動を経験した。教師の直接的な指導の下を離れて，自分で学習を進めるということを身につけることができたように思う。たんきょり走・リレーの学習では，毎時間，競争と練習の時間を設け，競争を意識しながらチームで走順やバトンパスの仕方などを相談して工夫する経験ができた。チームで勝敗を競うことの楽しさを感じ取れたようである。

今回の「エンドボール」の学習を始めるにあたって，子どもたちの次のような様子を考慮した。ボール運動に対する意欲は旺盛で，ほとんどの子どもは楽しみにしている。しかし，ボールを投げる・受けるなどの基本的な動作を苦手としている子も，女子を中心に数名いる。ボールを操作する能力については個人差が大きいと言える。また，同じチームの子どもに励ましたり，教えたりできる子もいるが，負けが続くと同じチームの仲間を責めたり，やる気を失いがちになる子もいる。

そこで，今回の学習では，次の点に指導の重点をおいて計画してみた。

・　楽しみにしている学習をたくさんできるように，自分たちで素早く準備や片付けをしたり，相手チームといっしょに自主的にゲームを運営したりできるようにする。

・　チームで協力し，励まし合い，教え合いながら学習を進めようとする姿を大切にする。

運動に対するこのような主体的な態度は，子どもたちが生涯にわたってスポーツを楽しみ，深めていくために必要な基礎・基本の力（生きる力）となるであろうと考える。また，スポーツにおけるリアリティーのあるかかわりの中で，子どもたちは現代社会において不足しがちなかかわりを自然な形で体験し，人間関係のよさや大切さを実感することにもつながると考える。

4． 子どもから見た特性


5． 学習のねらいとみちすじ

(1)　ねらい

いろいろなパスのつなぎ方を工夫して，みんなと一緒にエンドボールを楽しむ。

　(2)　みちすじ

ねらい１　ルールに慣れ，今できるパスのつなぎ方や動き方でゲームを楽しむ。

ねらい２　有利な位置にいる味方にパスをつなぐなどの攻め方を工夫し，ゲームを楽しむ。

６．学習活動と指導・支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　45分×10
	
	学習のねらいと活動
	指　導　・　支　援
	評価の重点
	評価の視点

（評価方法）
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	はじめ20分
	・　学習のねらいと進め方を知る。

・　チームのメンバーを知る。

・　準備と後片付けの仕方を知り，準備する。

・　ルールやゲームの進め方を知る。

・　カードの使い方等，学習の進め方を知る。
	・　準備と後片付けの仕方や，ゲームの進め方と役割は，全員が理解できるように，演示しながら係（役割）ごとに説明する。

・　対戦相手やコートがわかる図を用意しておき，その場で確かめられるようにする。
	○
	
	
	・準備や後片付けの方法を理解し，協力して準備する。

（観察）

	な　か　25　分　・　45　分　×　４　・　30　分
	ねらい①の活動

○　ルールやゲームの進め方になれる。

・　ルールやゲームの進め方を確かめながら，ゲームをする。

・　学習カードに結果を記入し，図を見て移動する。

○　じゃまされていない味方にパスをつないで攻める。

・　じゃまされていない味方を探してパスをする。

・　チャンスがあればどんどんシュートする。

ねらい②の活動

○　得点につなげるためのパスや動き・ポジションを工夫する。

・　シュートにつながる有利なスペースを探し，パスをつなぐ。

・　味方の胸に素早くパスをする。

・　かたまらずに守る。

○　チームで話し合いながら活動を進める。

· 次のゲームのポジションを決め，練習をする。

・　作戦を意識し，声をかけ合いながらゲームをする。

・　活動の様子を振り返る。


	・　ゲームがスムーズにすすんでいるか観察し，戸惑っているところにはルールや進め方について助言する。

・　動き方がわからず，力が出せていない児童を中心に励まし，よい動き方を見付けてほめたり動き方を示唆したりする。

○　パスをつなぐことによって，シュートに結びついた場面を取り上げ，パスをつなぐことの意味を示し，工夫の焦点を明確にする。

○　得点につなげるためのパスや動き・ポジションの工夫に目が向くように助言し，工夫を引き出す。

・　シュートにつながる有利なスペースを探し，パスをつないだ場面を取り上げ，そのよさを広める。

・　有効な動きがイメージしにくいチームには，具体的な動きを演示する。

・　メンバーの特徴が生かせていないチームには，より生かせる作戦やポジションなどを例示する。
	○

	○

○


	○

○
	・ルールを守りながらゲームを進めようとする。

（観察）

・ボールに関わって動き，受けたり投げたりできる。

（観察）

・自分の課題を考え，動きやパスなどのめあてを意識しながら運動する。

（観察，ｶｰﾄﾞ）

・励まし合い，教え合いながらゲームや練習をすることができる。
（観察）

有利な位置を見付けて動き，パスをつないでシュートすることができる。（観察）

	まとめ15分
	○　学習のできばえを振り返る。

・　チームや個人で工夫したことやうまくいったことを発表し，交流する。

・　気持ちのよいプレーや，楽しさにつながった声かけや態度について発表し，交流する。
	○　よい結果に結びついた工夫や努力とその背景にある思いや考えを取り上げ，その大切さに気付くようにする。

○　チームが一体になった例を示し，ボールゲームのよさを実感できるようにする。
	○
	
	
	・学習の様子を振り返り，友だちの努力を認めることができる。

（観察，ｶｰﾄﾞ）


７．本時のねらい

・　有利な位置にいる味方にパスをつなぐなどの攻め方を工夫し，ゲームを楽しむ。
８．本時の学習活動と指導・支援（第５時）

	
	学 習 の ね ら い と 活 動
	指　導　・　支　援
	評　価

	は

じ
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７

分
	○　役割分担にしたがって準備をする。

· 体慣らしをする。

・　２・３人組でパスをする。

・　走りながらパスをつなぐ。

　・　３対２でミニゲームをする。
	· 場の安全を確認する。

○　体慣らしの様子を見守り，苦手な子に声をかけたり，めあての確認をしたりする。
	○　動きやパスなどのめあてを意識しながら，練習やゲームができているか。

（観察・カード）

	な

か

32

分
	ねらい２の活動

○　ゲームⅠをする。

（北）　赤－黄

（中）　ｵﾚﾝｼﾞ－紫

（南）　黒－緑

・　走りながらパスをつなぐ。

・　じゃまされていない味方を探す。
・　シュートしやすい位置にいる味方にパスをする。

・　相手ゴール前に走りこんでパスをもらう。

・　ガードマンの守りをさけてシュートする。

・　声を掛け合いながら，ゲームをする。

○　ゲームⅠを振り返り，次のゲームでがんばることを決める。

・　ゲームⅠの得点場面や失点場面を思い出し，ゲームⅡのがんばることを考える。

・　チームで教え合いながら練習する。

○　ゲームⅡをする。

・　チームで決めたことを意識しながらゲームをする。
	○　ルールが守れているか観察し，必要があれば話し合ったり，直したりするように助言する。

○　コートの中央付近からあまり動けない子，ボールを持っている味方の後ろや近くにいてあまりパスをもらえない子などにパスをもらいやすい位置へ動くことを助言する。

○　負けのこんでいる黄チームを中心に観察し，シュートしやすい位置にいる味方へのタイミングのよいパスを中心に観察し，よい動きや関わりがあれば，その場でほめたりまとめの時間にみんなに紹介したりして広める。

○　もめたときは，お互いのチームで話し合うようにし，大きな問題があればまとめの時間にみんなに尋ねるようにする。


	

	ま

と

め

６分
	○　学習の様子を振り返る。

・　友達のよさを認め合う。

○　後片付けをする。


	○　よい結果に結びついたチーム（個人）の工夫や努力を拾い上げ，みんなに広め，めあてに向かって努力しようとすることの大切さを知る。
	


９．その他
はじめのルール

　　・　フォワード３人，ゴールマン１人，ガードマン１人，それぞれエリア内でしか動けない。

· ジャンケンで勝ったチームがコート中央からパスをして始める。

· パスでボールを運ぶ。ボールを持って歩いてはいけない。

· 相手が持っているボールはとってはいけない。

· ゴールマンがエリア内でノーバウンドでシュートを受けたら１点。

· 得点後は相手チームのガードマンがパスをして再開。

· ボールがサイドラインから外に出たら，相手チームが投げ入れる。

· ボールがエンドラインから外に出たら，常に守備側のガードマンがパスをして再開。







　がんばれば勝てるかもしれないチームを相手とし，味方とパスをしてボールを運び，相手の守りをさけてゴールにいる味方にシュートし，得点による勝敗を競い合って楽しむ運動である。





二つのチームが入りまじり，手を使ってパスやドリブルでボールを運び，相手の守りをかわしてゴールにシュートし，相手チームと得点による勝敗を競い合って楽しむ運動である。








